
家計       翔良学習塾 

 

経済の三主体 

① 家計・・・家庭で行われる経済活動 

② 企業・・・労働者を雇い賃金を払う 

③ 政府・・・税金や公共事業 

 

家計の収入と支出 

① 財（もの） ・・・形のある商品 

② サービス ・・・形のない商品（ex:美容院など） 

→家計では財やサービスを購入し、消費する 

③ 家計の収入＝所得 

1. 給与所得・・・労働力を提供して得る賃金の収入 

2. 事業所得・・・個人経営や農家などの収入 

3. 財産所得・・・家賃や地代、利子などの収入 

④ 家計の支出 

１． 消費支出 

・・・非消費支出以外の支出 

２． 非消費支出 

・・・租税や社会保険料など 

⑤ 貯蓄 

・・・預貯金や保険の掛け金、投資など 

 

エンゲル係数 

エンゲル係数とは・・・消費支出に占める食糧費の割合 

→所得が多ければ基本的に低くなる。 

・・・食糧費は生きていくうえで外せない 

 

 

キャッシュレス 

① カードの種類 

キャッシュカード、クレジットカード、電子マネーなど 

② クレジットカードの問題点 

使いすぎに気付かず支払える余裕がなくなる 

 →自己破産など 

 

消費者の保護 

① 消費者主権 

米国のケネディ大統領が明確に 

1. 安全を求める権利 

2. 知らされる権利 

3. 選択する権利 

4. 意見を反映させる権利 

→日本では 1968年「消費者保護基本法」 

  →2004年「消費者基本法」 

② 消費者の保護 

１． クーリング・オフ 

訪問販売では 8日以内であれば無条件で契約解除が

できる 

２． 製造物責任法（PL法） 

商品の欠陥により被害を被った場合は、企業が被害者を

救済する 

３． 消費者契約法 

消費者を不当な契約から守る 

４． 消費者庁 

消費者の視点から監視 

  



家計       翔良学習塾 

 

経済の     体 

④     ・・・家庭で行われる経済活動 

⑤     ・・・労働者を雇い賃金を払う 

⑥     ・・・税金や       事業 

 

家計の収入と支出 

⑥     （   ） ・・・形の    商品 

⑦           ・・・形の    商品（ex:      など） 

→家計では財やサービスを購入し、      する 

⑧ 家計の収入＝       

4.         ・・・労働力を提供して得る      の収入 

5.         ・・・         や      などの収入 

6.         ・・・      や      、       などの収入 

⑨ 家計の支出 

３．       支出 

・・・        支出以外の支出 

４．       支出 

・・・     や             料など 

⑩        

・・・      金や       の掛け金、     など 

 

         係数 

          係数とは・・・         支出に占める        費の割合 

→所得が多ければ基本的に低くなる。 

・・・食糧費は生きていくうえで外せない 

 

 

キャッシュレス 

③ カードの種類 

キャッシュカード、クレジットカード、電子マネーなど 

④ クレジットカードの問題点 

          に気付かず          余裕がなくなる 

 →自己破産など 

 

消費者の保護 

①          主権 

米国の          大統領が明確に 

1.          求める権利 

2.             権利 

3.             権利 

4.             させる権利 

→日本では 1968年「             基本法」 

  →2004年「             基本法」 

② 消費者の保護 

１．              ・オフ 

訪問販売では 8日以内であれば        で契約解除

ができる 

２．               法（    法） 

商品の     により被害を被った場合は、企業が被害者

を救済する 

３． 消費者         法 

消費者を不当な契約から守る 

４．            庁 

消費者の視点から監視 

 


